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ポアンカレ断面 (各図の左側)と対応する記号列分布 (各図の右側).












図 3. 図 4.
3シートの系における,ポアンカレ断面 (各図の左側)と対応する記号列から得られた状態遷移図 (各国右側).
状態遷移図をたどって得られる記号列が,実際の系から得られる記号列に対応する.
図3.:カオスの比較的強い系ではほほ任意の記号列が出現する.図4.I.カオスの弱い系では出現しない記号列が
存在し,その効果がグラフに表れている.このグラフでは,0または1が31回以上連続する記号列は出現しない.
最終的には記号列生成が相空間のどのような性質と結び付いているのかを兄い出すことにより,相空
間の.記号列の空間で見た場合の構造が兄い出せると思われるが.現在検討中である.
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